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PRESS RELEASE  2026/10/15 
   
 

第 149 回サイエンス・カフェ札幌 

⼟でつながる、未来へつなげる 
―微⽣物（キンコンキン）との共⽣から学ぶ、これからの農業― 
 
【概要】 

⼟の中には植物の成⻑を⽀え、農業の未来をも変える可能性を秘めたある微⽣物がいます。その
正体は、「菌根菌（キンコンキン）」というカビの仲間です。本サイエンス・カフェ札幌では、菌
根菌がどのような微⽣物なのか、そして私たちの未来にどのように関わるのか、その魅⼒を「根深
く」掘り下げます。 
 

【趣旨】 
◎4 億年続く植物と菌根菌の共⽣関係 

菌根菌は植物の根に⼊り込み、⼟中の栄養素を植物に与え、植物から光合成によってできた栄養
素を得るという交換をし、植物との共⽣関係を築いています。その共⽣関係は約 4 億年前から続い
てきました。 

なぜこれほど⻑く共⽣を続けることができたのか、当⽇はオリジナルのミニワークを通して、そ
の共⽣関係について楽しく学ぶことができます。 

◎⼩さな微⽣物が、農業の未来を変える 
現代農業を⽀える肥料には、⽯油などの化⽯燃料を⼤量消費して⽣産されるもの、リンのよう

に原料となる資源に限りがあるものがあります。このような肥料の⽣産や過度な使⽤が、資源の枯
渇を加速させるなど、気候変動などの環境問題につながります。そこで菌根菌の⼒を上⼿く活かすこと
ができれば、肥料の使⽤量を減らせる可能性があります。 

⼟の中の⼩さな微⽣物から、肥料、環境問題、そしてこれからの農業へ。⼀⾒遠く離れているよ
うに⾒える事象が、実は⼀本の「根」でつながっています。 

菌根菌を研究する北海道⼤学⼤学院農学研究院の江澤⾠広准教授をゲストに、「植物と微⽣物の
共⽣」というミクロな視点からこれからの農業まで考えます。 

 
【タイトル】 ⼟でつながる、未来へつなげる 

ー微⽣物（キンコンキン）との共⽣から学ぶ、これからの農業―  
【⽇ 時】 2026 年 10 ⽉ 18 ⽇（⽇）14:00〜15:30（開場：13:30） 
【場 所】 札幌市中央区北 1 条⻄ 1 丁⽬札幌市⺠交流プラザ 2 階 SCARTS モール C 
【対 象】 ⼀般 
【募集⼈数】 先着 40 ⼈程度 
【開催形式】 対⾯開催 
【参 加 費】 無料（申し込み不要） 
【⾔ 語】 ⽇本語 
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【ゲ ス ト】 北海道⼤学⼤学院農学研究院 准教授 江澤⾠弘 
【聞 き ⼿】 北海道⼤学教育イノベーション機構 CoSTEP「対話の場の創造実践演習」受講⽣  
【主 催】 北海道⼤学教育イノベーション機構科学技術コミュニケーションユニット（CoSTEP） 
【共 催】 札幌⽂化芸術交流センターSCARTS（公益財団法⼈札幌市芸術⽂化財団） 

 
お問い合わせ先 

北海道⼤学教育イノベーション機構科学技術コミュニケーションユニット（CoSTEP）  

特任助教 平川全機（ひらかわぜんき） 
ＴＥＬ 011-706-5320  ＦＡＸ 011-706-5320  メール hirakawa@eis.hokudai.ac.jp 
ＵＲＬ https://costep.open-ed.hokudai.ac.jp/event/37744 

配信元 
北海道⼤学社会共創部広報課（〒060-0808 札幌市北区北 8 条⻄ 5 丁⽬） 

ＴＥＬ 011-706-2610  ＦＡＸ 011-706-2092  メール jp-press@general.hokudai.ac.jp  
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